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11 〈Konstitution〉と〈konstitutionelle Monarchie〉 
 
 「職業階層の己における構成」の哲学的考察は以上である。 
 ところで、この「職業階層の己における構成」の原語は〈Dieser Stand ist in sich konstituiert〉
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    『人倫の体系』の目次 
    緒言 (S.7） 
    第１章「関係に則った人倫」 (S.9） 
    第２章「否定的なものないしは自由ないしは犯罪」 （S.38） 
    第３章「人倫」 （S.52） 
     大項目第１節「国家体制」 （S.56） 
      中項目Ⅰ「静止態においてある（ruhend）体系としての人倫」 （S.56） 
      中項目Ⅱ「統治」 （S.68） 
       小項目Ａ「絶対的統治」 （S.70） 
       小項目Ｂ「普遍的統治」 （S.76） 
        最小項目Ａ「欲求の体系」 (S.80） 
        最小項目Ｂ「正義の体系」 （S.87） 
        最小項目Ｃ「国民陶冶（Zucht）の体系」 （S.89） 
       小項目Ｃ「自由な統治」 （S.90） 
(４) Standは多くの場合「身分」と訳されるが、『人倫の体系』の場合身分制度に由来する意味で使用する場
合もあれば、階層もしくは職業階層という意味で使用している場合もあるので、本稿では身分もしくは階
層もしくは職業階層と適宜訳し分けた。この箇所の〈Stand〉を職業階層と訳した理由は、この〈Stand〉
は「欲求の体系」の商工業階層に該当するからに他ならない。 
(５)『法哲学』では、「職業団体」については次のように言われている。 
  職業団体とは、欲求の体系としての市民社会の中にあって、自分たちの生計と福祉を守るために（230
節）、商工業階層がつくる自治組織のことであって(250節）、「公の威力」の監督を受けながら、職業団体
はその目的に則って団体自身の利益と成員の能力の陶冶と生計に配慮する活動をしている(254節）。そし
てこの活動において、職業団体は、成員に共通の目的のために働くことの大切さを自覚させ、理性性をも
つように規定し、一つの共通の目的のために意識的に活動するようにさせている（254節）。こういうこと
だから、人倫の実現を目指す国家は職業団体を土台とするのでなければならない（255節）。 
(６)『イエナ実在哲学Ⅱ』とは通称で、正式名称は『イエナの実在哲学 1805/1806年の自然及び精神の哲学
のための講義草稿』である。そのうちで本稿が扱ったのは「イエナの精神哲学 1805/06」の部分である。
そしてこの「精神哲学」は、Ⅰ「主観的精神」、Ⅱ「客観的精神」、Ⅲ「国家構成（Konstitution）」となっ
ている。 
 
 
（研究紀要編集委員会は、編集発行規程第５条に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼し、本原稿
を本誌に掲載可とする判定を受理する、2003年10月20日付）。 
